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研究成果の概要（和文）：本科研は、8世紀から現代にいたるまで、連綿として伝えられてきたチベット医学の
宗教的側面について、医師の間で伝承されてきた『ユトク・ニンティク』の密教体系の哲学と実践を明らかにす
るものである。『ユトク・ニンティク』は、従来全く研究されてこなかったが、海外における現地調査、医師、
高僧への聴き取り、文献研究により、その概要を明らかにすることができた。その内容については、11本の論文
（英文2、和文9）、3冊の著書（英文1、和文2、何れも共著）、招待講演（英語2、日本語6）などをつうじて、
学界および社会に発信した。このような急速な研究の進展は、科研費によって、初めて可能になったものであ
る。深く感謝する。

研究成果の概要（英文）：The study of traditional Tibetan medicine,  which developed  within the 
religious and cultural context of Tibetan society,    can be one of the clues to  understand their 
religious culture,  how the Tibetans have conceived of  the human life. Our present research focused
 on the philosophy,  theory and practice of “gYu thog sNying thig”,  a system of meditation which 
have been exercised by the Tibetan doctors since 11th century.  Based on field work, interviews  and
 textual studies,  we found that the theory and practice of  “gYu thog snying thig” and the “Four
 Tantras” of Tibetan medicine are complementary,  forming a very holistic view on the living human 
body;  a complex of the physical,  the energetic and  the spiritual.    Our study has  demonstrated 
that this field of study will immensely contribute to the understanding of the Tibetan religious 
culture,   and the nature of us humans.

研究分野：宗教学（チベット仏教）
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１．研究開始当初の背景 
チベット文化の抱いている生命イメージの
深層に迫るには、密教の身体論と医学境にま
たがる界領域の研究が不可欠である。にもか
かわらず、国内外のいずれにおいても、この
領域についての研究はまったく行われてこ
なかった。2011 年度からの 3 年間、幸いに
も科研費によって、チベット医学の臨床と密
教の身体技法のうちヤントラヨガについて
研究し、その成果については、国内外の学術
誌および学会発表によって公表することが
できた。この過程で、チベット医学と仏教の
境界領域を解明するためには、チベット人医
師たちの間で伝承されてきた『ユトク・ニン
ティク』の密教体系の研究が不可欠だとの認
識に達した。今回、幸いなことに 2014 年度
から 3 年間、科研費を獲得し、『ユトク・ニ
ンティク』の研究を行うことができたが、本
科研費の研究を開始した時点では、『ユト
ク・ニンティク』をテーマとする先行研究は、
F.Garettによる 1本の論文のみであり、ほぼ
皆無という状態だった。 
 
２．研究の目的 
アジアの伝統医学は、宗教的背景の中で発達
し、人間の心と身体、生命、さらに環境の結
びつきに対するホーリスティックな深い洞
察を内包している。宗教と伝統医学にまたが
る境界領域の研究は、人間の全体性の中にお
ける宗教性ないし霊性の意味について、伝統
文化が抱いてきたイメージを明らかにする
ための重要な方法だといえる。とくに、チベ
ット医学は、成立の歴史から仏教倫理、密教
の生命論と深く結びついており、その生命・
宗教観を理解するうえで重要である。チベッ
トの生命観の深層の解明の一環として、12 世
紀からチベット人医師たちの間で『四部医
典』と並行して伝承されてきた『ユトク・ニ
ンティク』の密教体系に焦点を絞り、理論、
実践の両面から明らかにすることを、本研究
の目的とした。 
 
３．研究の方法 
本研究には、現地調査およびチベット語の文
献研究の、二本の柱がある。医学、密教文献
は、特殊な術語が多く、その解釈は、口頭で
伝えられることが多い。また密教の瞑想法、
儀礼、医学の臨床、治療技法は、その性格上、
実践の現場における参与観察を必要とする。
そのため、文献の蒐集、解読とともに、チベ
ット人医師、高僧をインフォーマントとする
聞き取り、現地調査を行った。 
 
４．研究成果 
今回の研究は、インフォーマントとして予定
していた高僧、医僧があいついで逝去された
ため、インフォーマント、調査地を変更して
実施したが、十分な成果を得ることができた。
4回の海外現地調査、チベット医学および『ユ
トク・ニンティク』の原典の文献研究を通じ

て、以下の点が新たに明らかになった。 
① 『ユトク・ニンティク』の中の医学的記 
述は、『四部医典』の知識を修行者用にまと
めた簡易ヴァージョンであり、その要約のよ
うな意味をもつ。その一方で、この医学的記
述については、『ユトク・ニンティク』の修
行者が、瞑想中の神秘体験にもとづいて大部
の注釈書を書いており、その中には、『四部
医典』には見られない内容が多数含まれてい
ることが明らかになった。チベット医学につ
いては、従来、『四部医典』のみが研究の対
象となってきた。しかし、実際に、現代のチ
ベット医学の医師たちが共有している臨床
知識の中には、この注釈書の内容が多数含ま
れており、『四部医典』と『ユトク・ニンテ
ィク』の伝統がダイナミックに絡み合いなが
ら、生成発展したものである。この点は、チ
ベット医学の全体像の再検討につながる発
見である。 
② 『ユトク・ニンティク』とほぼ同時代に 
成立した、チベットで最も高度な密教である
「ゾクチェン・ニンティク」のタントラ経典
（『17 タントラ』）と『四部医典』『ユトク・
ニンティク』のテキストの比較検討をつうじ
て、『17 タントラ』には、『四部医典』や『ユ
トク・ニンティク』と共通で、しかもインド
医学には見られない、チベット医学特有の病
気の分類が入り込んでいること、『四部医典』
に大成されたチベット医学の理論が、『ユト
ク・ニンティク』のみならず、それ以外の高
度の密教と密接に絡み合いながら発達して
きたことが明らかになった。以上の点は、従
来まったく理解されておらず、8世紀から 12
世紀にかけてチベット仏教、医学の発達史を
考えるうえで、きわめて重要な発見である。
その概要については、2016 年に行われた国際
チベット学会において、発表した。今後、そ
の内容を拡大し、国際学術誌に、論文として
発表する予定である。この過程を通じて、「ゾ
クチェン・ニンティク」および『ニンティク
17 タントラ』に、従来とは異なる視点からア
プローチし、チベットへの医学、密教の移植、
およびチベットでの独自の展開について、研
究を行う足場を作ることができた。 
③ 『ユトク・ニンティク』の修行のシステ 
ムの全体像について、明らかにすることがで
きた。その内容については、国際学術誌にお
いて、発表の予定である。（掲載、受諾済。）。 
④ 『ユトク・ニンティク』は、一般に、ニ 
ンマ派に相承される「ゾクチェン・ニンティ
ク」のカテゴリーに含まれるとされてきた。
しかし、今回の研究によって、『ユトク・ニ
ンティク』の実際の修行においては、「ゾク
チェン・ニンティク」において最も重視され
るテクチュー、トゥゲルと呼ばれる修行が欠
けており、むしろ、11 世紀にチベットに移植
されたカギュ派の修行体系と、類似している
ことが明らかになった。この点は、「ゾクチ
ェン・ニンティク」の概念、その形成と展開
について、再検討する必要があることを意味



する。また、『ユトク・ニンティク』は、イ
ンド、中国、西アジアにまたがる文化的交流
の中から生まれてきた、女神崇拝を中核とす
る秘教的伝統から大きな影響を受けて成立
したことが明らかになった。これらの点につ
いては、すでに論文としてその一部を公表し
た。 
③ユトク・ニンティクの中核をなす、『六つ
のダルマ』の土台となる「微細身」の理論に
は、現代の神経科学および内分泌学とよく似
た身体イメージが存在する。『ユトク・ニン
ティク』を実修するチベット人医師の聴き取
り調査を通じて、この「微細身」の概念には、
現代の脳科学における「神経可塑性」によく
似た可塑性がそなわっているのだけでなく、
マントラの念誦によって、遺伝子の変化が起
こり、子孫にその影響がもたらされるという
考え方が含まれていることが明らかになっ
た。これは、現代のエピジェネティクスの考
え方を先取りするような思考である。この点
についても、論文としてまとめ、公表した。 
⑤ チベット医学においては、問診の一部と 
して、夢が重視される。『四部医典』および
『ユトク・ニンティク』の記述に基づく夢解
釈のコード―色、形、時間、睡眠時の姿勢、
占星術―について、聴き取り調査およびテキ
ストの解析を通じて明らかにすることがで
きた。その内容については、論文として公刊
した。 
⑥ 『ユトク・ニンティク』では、忿怒相の 
本尊の修行によって、精神疾患を含む病の治
療を行う場合がある。こうした忿怒相の本尊
が、現代のブータンにおいて、国土を防衛す
るための国家的儀礼において、重要な役割を
果たしていること、民主制への緩やかな移行
過程にある、ブータンのナショナル・アイデ
ンティティーの形成にあたって、重要な象徴
的役割を演じてきたことが明らかになった。
この点についても、国際学術誌で論文として
発表した。 
⑦ 『ユトク・ニンティク』において、究極 
の悟りは、「虹の身体」と呼ばれている。こ
の「虹の身体」の近年の実例、その意味、そ
の背景にある存在論を明らかにすることが
できた。その概要については、一部を国際学
術誌で発表した。今後は、さらにその内容を
拡大し、著書として、発表する予定である。 
 
上記の研究成果については、3 年間の研究期
間中、1１本の論文（英文 2、和文 9）、およ
び 3 冊の単行本（共著 2、監修 1）を公刊す
ることができた。こうした急速な研究の進展
は、科学研究費の助成によってはじめて可能
になった。記して、深く感謝します。 
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永沢哲「ヨンゲー・ミンギュル・ドルジェ」、
618-619 ページ 
永沢哲「チョギャム・トゥルンパ」、620-622
ページ 
永沢哲「ガンデン・ティパ・ロプサン・ニマ」、
641-642 ページ 
永沢哲「ワンドゥ・リンポチェ」、647-648 ペ
ージ 
永沢哲「ヨンズィン・デンズィン・ナムダク・
リンポチェ」、649-650 ページ 
永沢哲「シャルザ・タシ・ギェルツェン」、
651 ページ 
 
〔産業財産権〕 
 
○出願状況（計 ０件） 
 
名称： 
発明者： 



権利者： 
種類： 
番号： 
出願年月日： 
国内外の別：  
 
○取得状況（計 ０件） 
 
名称： 
発明者： 
権利者： 
種類： 
番号： 
取得年月日： 
国内外の別：  
 
〔その他〕 
ホームページ等 
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(2)研究分担者 
       （   ） 
 
 研究者番号：  
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 研究者番号：  
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